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何 で も 
ご相談を 

   ２０２３年 ５月２８日 (1) 

 

被
爆
78
年
目
の
国
民
平
和
大
行
進
（富
山
～
広
島
コ
ー
ス
）が

５
月
31
日
、
朝
日
町
を
出
発
し
、
小
矢
部
市
へ
は
６
月
９
日(

金)

午
後
到
着
、
翌
日
正
午
ご
ろ
、
石
川
県
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
が
始
ま
っ
て
２
年
目
に
入
り
、
ロ
シ
ア
が

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
原
爆
を
配
置
す
る
な
ど
核
拡
散
防
止
条
約(

Ｎ
Ｐ

Ｔ)

違
反
が
拡
大
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
先
日
の
G7
広

島
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
声
明
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
「究
極
の
目
標
」

に
棚
上
げ
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
な
い
「力

対
力
」の
対
決
表
明
で
し
た
。 

被
爆
者
や
核
廃
絶
を
願
う
多
く
の
人
々
を
失
望
さ
せ
る
中
で
、

今
年
の
行
進
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
の
「核
兵
器
の
な
い
世

界
を
」の
悲
願
を
、
沿
道
の
皆
さ
ん
と
も
う
一
度
確
か
め
合
い
な
が

ら
、
広
島
の
世
界
大
会
へ
と
繋
い
で
ゆ
く
行
動
と
な
り
ま
す
。
一
歩

で
も
二
歩
で
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
声
か
け
で
も
、
折
り
鶴
で
も
、

署
名
で
も
、
募
金
で
も
、
な
ん
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
す
。
原
水
爆
禁

止
の
思
い
を
表
現
し
ま
せ
ん
か
。 

    

９
日(

金)

13
時
40
分
か
ら
石
動
駅
近
く
の
ア
ラ
キ
薬
局
前
の
交

差
点
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
町
内
や
通
行
中
の

市
民
に
訴
え
ま
す
。
南
砺
市
か
ら
行
進
し
て
き
た
リ
レ
ー
チ
ー
ム
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
中
に
、
富
山
か
ら
広
島
ま
で
歩
く
山
内
金
久
さ
ん

が
い
ま
す
。
山
内
さ
ん
は
74
才
、
東
京
の
板
橋
原
水
協
副
会
長
、

日
本
共
産
党
富
山
県
地
方
議
員
団
は

５
月
17
、
18
日
、
富
山
県
へ
２
０
２

４
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
上
田
由
美
子
市
議
も
参
加

し
、
要
望
実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。 

（
共
産
党
）
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
国
の
動
き
に
あ
わ
せ
、
小
矢

部
市
が
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
２
０

２
２
年
度
は
18
歳
ま
で
は
７
５
２
万
円
、
未
就
学
児
で
は
85
万
円
で
可

能
で
あ
る
。
市
独
自
施
策
に
介
入
し
な
い
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
、
す
べ

て
の
市
町
村
に
も
通
知
す
る
こ
と
。 

（
県
）
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
独
自
で
は
な
く
国
全
体

で
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
町
村
か
ら
均
等
割
軽
減
の
相
談

が
あ
っ
た
時
は
、
相
談
に
応
じ
る
。 

（
共
産
党
）
ひ
き
こ
も
り
対
策
を
市
町
村
と
連
携
し
て
、
抜

本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
や

大
人
及
び
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
た
め
の
公
的
な
施
設
、
機
関

を
設
け
る
こ
と
で
、
相
談
体
制
や
公
的
機
関
と
し
て
の
系
統
的

な
働
き
か
け
、
家
族
へ
の
精
神
的
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。 

（
県
）
ひ
き
こ
も
り
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
20
年
７

月
に
富
山
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
本
人
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
22
年
３
月
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。
相
談
者
を
各
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
。 

 

  （
共
産
党
）
有
機
農
業
の
拡
大
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
（有
機

米
や
有
機
野
菜
を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
る
こ
と
）の
普
及
に
取

り
組
む
こ
と
。 

（
県
）
県
産
有
機
農
産
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必
要
で
あ

る
。
有
機
農
産
物
を
使
っ
た
給
食
は
昨
年
南
砺
市
で
４
回
、
滑

川
市
で
１
回
、
舟
橋
村
で
１
回
実
施
さ
れ
た
。
今
年
は
富
山
市

で
検
討
し
て
い
る
。 

 

  （
共
産
党
）
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
る
地
域
の
「子
ど
も
食
堂
」

に
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
喜
ば
れ
て
い
る
。

市
町
村
格
差
を
な
く
す
等
取
組
み
を
強
め
る
こ
と
。
ま
た
補
助

対
象
が
年
24
回
以
上
、
立
ち
上
げ
の
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
月

１
回
で
も
何
ら
か
の
支
援
を
行
う
こ
と
。 

（
県
）
子
ど
も
食
堂
は
県
内
に

39
か
所
設
置
さ
れ
て
い

る
。
県
の
補
助
制
度
は
、
23
年
１
月
か
ら
補
助
対
象
が
年

12
回
以
上
開
催
と
な
っ
た
。  

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
持
参
で
参
加
さ
れ
ま
す
。
合
流
し
て
小
矢
部
市

役
所
に
向
か
い
、
玄
関
前
で
市
長
さ
ん
や
議
長
さ
ん
な
ど
も
交

え
て
平
和
へ
の
思
い
を
交
流
し
ま
す
。 

10
日(

土)

10
時
よ
り
、
小
矢
部
平
和
委
員
会
呼
び
か
け
の

「核
兵
器
無
く
せ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」の
市
民
平
和
行
進

を
行
い
ま
す
。
10
時
15
分
か
ら
約
30
分
、
商
工
会
館
前
の
交

差
点
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
中
央
町
交
差
点
を
右
折
し
て
行
進
し
、
11
時
に
は
市

役
所
に
戻
り
ま
す
。 

希
望
者
は
、
車
に
分
乗
し
て
倶
利
伽
羅
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、

石
川
県
と
の
引
き
継
ぎ
式
に
合
流
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党 

要望する上田市議=5月
１７日、県議会会議室 


